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調
逸
幽
の
臨
時
部
合
計

汐

見

郎
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の
鳩
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一、七
E
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修
二
十
七
轡

第
三
挽
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四
λ

問
責

O

日
本
の
理
算
は
歳
入
、
議
出
a

横
断
せ

ιれ
、
斑
に
歳
入
歳

問
白
各
々
が
経
常
部
・
臨
時
怖
に
縦
断
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

歳
入

-
と
歳
出
止
が
均
衡
を
保
つ
事
は
稼
算
編
成
上
に
於
て
形
式
的
均

街
白
問
題
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
頁
に
進
ん
で
歳
入
経
常
部
と

成
州
経
常
部
』
が
如
何
紅
る
闘
係
に
め
り
r

や
、
鵡
入
臨
時
部
と

歳
出
臨
時
部
と
が
均
衡
を
保
っ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
白
問
題
と
た

る
と
、
賓
質
的
均
衡
愉
止
し
て
公
債
論
。
中
心
題
目
を
た
す
の

で
あ
る
。

一
九
二
七
年
度
。
凋
逸
園
の
強
算
を
百
高
蹴
単
位
で
一
軍
す

と
、
・
尖
白
如
〈
で
あ
る
。

品
常

計部
----、F圃聞剛、
[ 1 
旗 旗
出入

-帽帽胆内-、

b a 
一瞬
時脱
出It'1lJ 
純嗣
費提

令

書
』官、告耳

<> 
，也

瞳
竺
部

普
掴
肘
政

A

、A昌
也

計

唱
回

br
円

I
蹴
入

追
随
時
部
}

-
官
計
戸
E
歳
出

富

合

言「

晶、一昌一

昭和=年度旗入曲山組組算.

Statisti5ches Jahrbuch同rdas Deuts.che: Reich 19'Z7. S. 45:ι<i63 



第
二
部

職
争
負
端

B A 
官陣 骨髄
時 常

計計部 酔部

一一1 1 1 
描 歳 鵠 歳
出入出入

F‘d、-.

計官者
組組
費費

室主主玉宅完毛

戸
合

濁
趨
園
の
抽
出
算
は
日
本
の
暗
闇
算
と
種
々
の
酷
に
於
い

τ異
つ

て
ゐ
る
。
第
一
部
普
通
行
政
【
と

Kgoz同
2
0
E
2
2善
ロ
ロ
四
)

と
第
二
部
職
争
負
携
(
問
号

q
E
Z
S
止
に
分
れ
て
ゐ
る

O

は
、
凋
麹
閥
白
現
欣
・
と
し
て
止
む
主
得
た
い
所
で
あ
ら
う
。
然

し
注
目

rべ
き
は
、
先
づ
第
一
部
白
普
通
行
政
が
経
常
部
曾
計

(。一円骨

EHdnr司

E
E
F
5
k臨
時
都
合
計
ち
る
百

Z50岡

田

m
E
E胃
)
と
に
横
断
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ

の
経
常
部
曾
計
及
び
臨
時
部
曾
計
の
各
々
が
歳
入
(
回
自
任
早

2)
歳
出
(
〉
E
官
官
ロ
)
陀
縦
断
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
経
常
部
合
計
の
歳
向
が
櫨
統
的
経
費
(
忠
五
回
目
E
P

F
器
官
Z
G
K
戸
時
的
経
費
ハ
忠
告
巨
石

2
k
r臣
官
官
自
)
止
に

分
れ
て
ゐ
る
の
も
、
注
目
に
値
す
る
。

要
す
る
に
、

一
、
!
日
本
白
旗
算
の
縦
断
が
捕
逸
園
白
橡
算
に

語
圏
由
臨
時
輔
曾
計

於
て
横
断
と
な
り
、
日
本
の
諌
算
白
横
断
が
凋
逸
闘
の
琢
算
白

縦
断
と
な
っ
て
ゐ
る
事
占
、
二
、
凋
逸
闘
の
純
常
部
曾
剖
白
旗

山
間
が
、
日
本
の
歳
出
経
常
部
と
異
り
、
更
に
纏
観
的
経
費
主
一

時
的
経
費
止
に
分
れ
て
ゐ
る
事
は
、
日
本
主
凋
趨
固
と
の
時
間
算

を
見
る
上
に
於
て
注
意
す
べ
き
事
官
た
り
と
去
は
ね
ば
な
ら

ぬ。

p-
因。

ssnF訟
は
最
近
着
白
雑
誌
に
於
て
、
調
逸

周
白
臨
時
部
曾
計
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
。
と
れ
日
本
主
調
趨
岡

と
の
強
算
の
比
較
の
第
一
酷
に
鯛
れ
て
ゐ
る
問
題
で
あ
る
。
以

下
戸
島
町
の
践
を
縮
介
す
る
。

捕
逸
闘
の
臨
時
部
曾
計
に
つ
き

E
却
は
第
一
に
調
渇
周
遊

法
第
八
十
七
傑
の
規
定
を
問
題
・
と
し
て
ゐ
る
。
そ
の
第
一
項
K

同
自
宅
内
間
同
品
。
ω
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日
庄
内
ω
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H
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叫
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nHE
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吋
囲
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田
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戸
国
同
『
再
吋

ぽ
陣
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同
口
ほ
同
陪
同
ほ
2
5
n
E
4
2昼間

と
あ
る
。
同
僚
同
項
を
美
濃
部
博
士
は
、

園
償
ハ
非
常
ノ
需
要
プ
ル
場
合
ェ
限
H
且
ツ
成
ル
ベ
タ
生

産
事
業
ノ
経
費
品
充
ツ
ル
錯
そ
之
ヲ
起
ス
事
Y
得
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樟

俸

調
語
圏
白
臨
時
都
曾
肝

-
Y
』
邦
鐸
し
て
ゐ
ら
れ
る
o

F
畠
阿
は
同
保
に
次
の
如
在
解
騨
を

奥
へ
て
ゐ
る
む
で
あ
る
。

図
録
非
常
の
場
合
主
除
書
、
澗
麹
閣
の
臨
時
部
合
引
に
属

す
べ
き
も
白
は
生
産
的
H
的
を
有
す
る
経
費
に
限
る
。
己
の

生
産
的
目
的
を
有
す
る
経
費
の
財
源
は
之
を
公
債
に
求
め
る

事
が
出
来
る
。

誌
に
問
題
と
な
る
の
は
、
生
産
的
目
的
を
有
す
る
経
費

(
〉
回
調

ω宮
ロ

E
4
2
Z
E
S
N
4
5
n吉
国
)
の
意
識
で
あ
る
。
考

へ
様
に
よ
れ
ば
、
通
常
時
に
於
け
る
人
白
行
動
は
決
し
て
盲
目

的
で
友
〈
常
に
一
定
の
方
向
を
定
め
て
進
む
の
で
あ
る
か
ら
・

有
も
将
来
に
意
義
主
有
す
る
艇
費
は
凡
て
生
産
的
た
り
主
名
付

け
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

E

D
考
へ
方
主
図
家
料
費
に
鍋

張
し
て
行
〈
と
、
調
遡
闘
の
経
費
は
殆
ん
ど
全
部
が
生
産
的
と

た
る
。
然
る

ι悲
に
一
耳
品
生
産
的
な
る
考
は
経
掛
的
の
意
味
に

限
局
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で

b
る
。
従
っ

τ文
化
的
目
的
白
み

E

有
す
る
が
如
き
経
費
は
、
そ
れ
が
如
何
に
必
要
た
り
在
し
て

も
、
憲
法
第
八
十
七
保
正
所
詞
「
生
産
的
目
的
を
有
す
る
斜
費
」

の
範
闘
に
容
れ
る
事
が
向
来
な
く
た
る
の
で
あ
る
。

凋
抽
坦
図
憲
法
第
八
十
七
僚
の
生
産
的
目
的
主
有
す
る
経
費
白

意
味
を
経
済
的
の
も
の
在
し
て
、
更
に
起
る
問
題
は
絞
済
的
の

• 

第
二
十
士
容

第

樟

主E
O 

四
五

生
産
の
窓
味
如
何
で
あ
る
。
師
ち
経
費
白
目
的
が
岡
民
経
済
的

生
産
た
り
や
私
経
済
的
生
産
た
り
ゃ
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
費
の

財
源
た
る
臨
時
都
曾
計
の
公
債
が
場
ぐ
る
致
岡
市
が
異
っ
て
来
る

の
で
あ
る
。
議
に
鈎
道
、
道
路
、
橋
梁
等
の
事
業
主
考
へ
て
見

る
。
此
等
の
事
業
は
岡
氏
経
掛
の
債
値
主
全
偲
・
と
し
て
高
め
る

も
の
で
あ
っ
1
、
従
来
此
等
の
諸
設
備
白
不
完
全
た
る
詩
め
に

多
く
白
失
費
を
費
せ
し
も
の
が
、
そ
の
完
成
。
結
果
と
し
て
節

約
出
来
る
所
に
意
義
が
あ
る
。
岡
民
経
済
的
生
産
の
場
合
で
あ

る
。
之
に
封
冒
レ
挺
備
の
困
有
、
電
力
の
園
皆
、
叉
は
電
車
、
地

下
餓
培
、
瓦
斯
、
水
道
事
業
等
の
布
皆
の
場
合
に
は
、
関
家
公

共
圏
躍
は
私
経
済
的
牧
入
を
得
る
事
を
目
的
主
し
て
行
動
す
る

事
が
問
来
る
。
私
経
済
的
生
昏
の
場
合
が
と
れ
で
あ
る
、
私
経

済
的
生
産
の
場
合
は
私
人
の
欝
利
事
業
主
類
似
し
て
ゐ
る
か
ら

損
径
の
計
算
が
明
瞭
に
し
て
其
結
果
は
直
・
桜
に
経
常
部
曾
計
に

影
響
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
然
る
陀
困
民
経
済
的
生
産
の
場
合

に
於
て
は
、
そ
の
締
果
・
と
し
て
図
民
経
済
が
改
善
せ
ら
れ
従
っ

て
経
常
部
品
開
計
の
増
収
が
自
然
に
現
は
れ
て
来
る
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
間
接
に
効
果
を
定
め
る
事
が
出
併
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
凋
逸
図
憲
法
第
八
十
七
僚
の
生
底
的
目
的
を
有

す
る
経
費
の
意
味
を
明
か
に
す
る
事
は
、
舗
で
臨
時
都
曾
計
在



経
常
部
合
計
と
白
閥
係
を
示
す
事
と
な
る
の
で
あ
る
o

臨
時
部
曾
計
に
於
け
る
生
産
的
経
費
白
問
題
は
そ
れ
が
園

民
経
済
的
生
産
で
あ
っ
て
も
又
私
経
済
的
生
産
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
要
す
る
に
岡
家
白
企
業
経
借
に
闘
連
L
て
ゐ
る
の
で
あ

る
、
間
制
逸
閣
の
財
産
の
管
川
崎
の
問
題
た
る
に
於
で
は
性
質
を
一

に
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
蕊
に
は
、
之
と
同
売
る
第
一
一
の
問
題
と

し
て
、
経
常
都
合
計
の
一
時
的
経
費
に
封
し
臨
時
部
合
計
が
如

何
な
る
闘
係
を
有
し
て
ゐ
る
か
を
考
究
し
た
い
の
で
あ
る
。

前
述
白
如
く
消
渇
図
の
噛
出
算
は
経
常
部
主
臨
時
部
と
の
こ
合

計
に
分
れ
、
肘
粧
品
市
部
舎
計
の
嵐
山
は
織
践
的
経
費
止
一
時
的
経

費
と
の
二
つ
に
細
分
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
現
今
澗
麹
は
軍
備
制
限

の
結
果
止
し
て
陸
海
軍
、
出
掛
軍
を
繍
援
す
る
事
が
出
来
た
い

が
、
一
度
そ
の
制
限
が
徹
去
せ
ら
れ
る
と
、
此
の
方
聞
に
も
多

大
の
経
費
を
宴
す
る
の
で
あ
る
o
此
種
の
経
費
は
臨
時
的
の
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
質
上
よ
り
し
て
臨
時
部
曾
計
に
嵐
せ
歩
、

経
常
剖
曾
計

ω
一
時
的
経
費
の
一
部
之
友
る

ωで
あ
る
。

此
の
一
時
的
経
費
主
文
排
す
る
の
に
種
々
の
方
法
が
あ
る
、

E
額
の
特
別
税
を
起
し

τ
と
れ
を
支
排
す
る
の
も
一
方
法
で
あ

る
。
然
し
過
賞
な
る
稔
源
が
見
つ
h
ら
な
い
時
に
は
、
金
融
界

の
情
勢
如
何
に
よ
っ
て
は
起
債
の
方
法
に
土
り
負
婚
を
多
年
に

難

録

調
認
圃
白
臨
時
都
合
貯

分
割
す
る
事
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
際
注
意
す
べ
き
は

比
較
的
短
期
の
公
債
に
よ
り
E
れ
を
支
排
し
、
と
の
公
債
に
封

し
て
は
一
な
る
べ
く
多
額
の
償
還
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
此

の
種
の
経
費
は
む
し
ろ
園
家
公
共
図
聞
の
消
費
の
性
質
主
帯
び

て
ゐ
る
か
ら
・
起
債
に
よ
っ
て
と
れ
を
支
耕
す
る
主
資
本
主
闘

民
経
済
よ
り
奪
ふ
事
と
怠
る
か
ら
、
出
来
る
だ
け
を
の
弊
害
を

少
く
す
る
必
要
が
あ
る
が
故
で
あ
る
。

と
れ
経
常
部
合
計
白
一
時
的
経
費
が
起
債
を
必
要
と
す
る
所

以
で
あ
る
。
然
し
経
常
部
舎
計
な
る
も
の
は
、
そ
の
組
織
上
か

ら
し
て
消
費
的
目
的
を
有
す
る
親
費
白
た
め
に
資
本
主
調
建
す

る
事
が
出
来
た
い
の
で
あ
る
。
己
i
に
於
て
恥
臨
時
部
曾
計
に

そ
の
金
融
を
依
抑
制
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
事
と
た
る
、
と
れ
摘
泡
閣
の

臨
時
部
曾
計
白
第
二
の
機
能
に
属
し
て
ゐ
る
。
臨
時
部
曾
計
の

第
一
の
機
能
は
生
産
的
目
的
を
有
す
る
純
費
E
支
排
す
る
事
に

よ
り
て
、
凋
趨
闘
の
財
産
を
管
理
す
る
の
で
あ
る
。
と
れ
に
討

し
臨
時
部
曾
計
の
第
二
の
機
能
は
起
債
に
よ
っ
て
経
常
部
舎
計

に
資
金
主
調
濯
す
る
と
一
耳
ふ
金
融
的
機
能
で
あ
る
。

調
逸
閣
の
臨
時
部
脅
計
が
企
業
の
管
理
主
共
に
経
常
師
曾
計

の
負
債
の
引
受
け

E
そ
の
機
能
と
し
て
ゐ
る
事
は
濁
逸
閣
の
時
間

算
E
読
む
上
に
於
て
注
目
す
べ
き
鮪
で
あ
る
。

P
H
B
D
研
究

は
、
と
白
臨
時
部
曾
計
の
特
徴
を
示
し
て
ゐ
る
。

第
二
十
士
血
管

四
五
三
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